
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 

すべての仲間の 

ＪＲ連合への 

総結集を！！ 

2023 年度 

Ｎｏ.５８ 

２０２４年１月１２日 日本鉄道労働組合連合会 

第２２回青年女性役員研修会を開催 

 

ＪＲ連合は 2023 年 12 月 15 日から 16 日にかけて、東京都内で第２２回青年女性役員

研修会を開催し、全国のグループ労組を含む 34 名の役員が受講した。 

初日に実施した電力総連（青年委員会）との合同研修会では、青年活動の課題を共有

し、解決策を模索するとともに、女性参画推進や両組織の違い・共通点などを議論し、今

後の活動を活性化させていくことを相互に確認した。 
  

研修会の冒頭は、荻山市朗会長（ＪＲ連合）および

壬生守也会長（電力総連）から、青年役員に向けてメ

ッセージが送られた。 

荻山会長は、国鉄改革の歴史に触れながら、会社経

営や国の動向とは無関係ではいられない事を強調し、

政策課題を解決するためにも地域や仲間の理解を得

られる健全な労働組合の重要性を訴えた。 

壬生会長は、自らが取り組んできた青年活動を振り

返り、仲間を作り、守り、共に闘うのが労働組合との考えを紹介。産業を越えた仲間と連携

し、将来の両組織を支える若い世代の飛躍と発展を願った。 

合同研修会では、テーマを２つに分けたグループディスカッ

ションを実施し、「青年活動の課題」と題したディスカッション

では、役員のなり手不足、参加者の偏り、広報力不足などが指

摘されたほか、「毎回同じような課題が報告され、いつまでも解

決されないことが課題ではないか」といった意見も出された。

その上で、ＳＮＳ活用、楽しいイベントの開催、少なくとも役

員の所属する職場での理解浸透に努めるなどの目標が立てられた。また、グループ毎にテー

マを変えたディスカッションでは、デジタル技術の活用、ストライキに関する考察、家族参

加型イベントの企画など、自分たちで出来る活動を実践していくことが報告された。 

２日目はＪＲ連合単独での研修会となり、荻山会長の特別講義では、改めて国鉄改革から

ＪＲ総連との決別、ＪＲ連合の結成に至る詳しい説明があり、何をするにしても原点は組織

であり、健全な労使関係が必要との話があった。そして、青年・女性委員会に対して知恵を

出し合い、刺激を大切に頑張ってほしいとエールを送った。２日目のグループディスカッシ

ョンでは、グループ毎に「男女平等参画推進」「組織強化・拡大」「産業政策」「労働政策」の

テーマに分かれて議論し、ＪＲ連合の運動に理解を深めた。 

２日の研修を通じて、参加者は多くの学びを得ており、各単組に持ち帰り、活動に反映す

ることを期待している。 


